
 

令和４年度 第３回佐賀県公共事業評価監視委員会 

議 事 次 第 

 

 

日時：令和 5年 2月 2日（木）9:30～ 

場所：佐賀県庁新館 4階 特別会議室 

 

１ 開会 

２ 県土整備部長挨拶 

３ 議題 

《諮問事項》 

（１）令和４年度公共事業再評価対象箇所について[資料 1、2] 

    ・県営クリーク防災機能保全対策事業      3 件 【農山漁村課】 

    ・道路整備交付金事業等              8 件 【道路課】 

・都市公園事業                   2 件 【まちづくり課】 

    ・広域河川改修事業等              5 件 【河川砂防課】 

 

 《報告事項》 

（２）新規評価実施箇所数一覧について[資料 3]   【県土企画課】 

（３）公共事業新規評価個別地区の評価について[資料 4、5、6] 

・港湾整備交付金事業 伊万里港（久原南地区）   【港湾課】 

・ため池等整備事業 丹花地区             【農山漁村課】 

・道路整備事業 一般国道２０４号（松島工区）   【道路課】 

 

４ 閉会 
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令和４年度　第３回佐賀県公共事業評価監視委員会　
日時：令和 5年 2月 2日（木）
      　9:30～12:00

場所：特別会議室

座　席　表

スクリーン

パソコン
操作者

説明者

髙 塚
地域交流部副部長

横 尾
県土整備部副部長

大 吞
県土整備部長

伊藤委員長

鳥井 委員

玉 島
県土整備部副部長

薗田 委員

牟田 委員

片 渕
県土整備部副部長

陣内 委員

田中 委員

守田 委員

山本 委員
島 内

農林水産部副部長

3



目的：公共事業の効率性と実施過程における透明性の向上

新規評価マニュアルに
関する審議

公共事業の継続の
適否に関する審議

公共事業の効果に
関する検証

新規評価 再評価 事後評価

・新たに着手する事業箇所
を対象に実施

・事業種類毎に評価基準
を定めた「新規評価マニュ
アル」を使って、事業に入
ること（予算をつけること）
が適切かどうかを判断しま
す。

・事業採択後、一定期間
が経過した継続中の事業
を対象に実施

・事業の進捗状況、社会
経済情勢等の変化などの
視点に基づき、事業の継
続が適切かどうかを評価
します。

・事業完了後、おおむね５
年を経過した事業を対象
に実施

・完成した事業について、
当初計画していた効果が
発現しているかどうかを評
価し、今後の事業の改善
に結びつけます。

諮
問

答
申

諮
問

答
申

諮
問

答
申

佐賀県の公共事業評価制度 参考資料

1

整備系

維持系

社会資本の新築及び改築に関する事業

県の施策に基づき、広域的な視点から実施する事業県の施策に基づき、広域的な視点から実施する事業

地域住民の生活に密接に関連し、安全性や利便性向上を主目的で行う事業地域住民の生活に密接に関連し、安全性や利便性向上を主目的で行う事業

県内の基幹産業の振興を促す又は産業の効率化を図る目的で行う事業県内の基幹産業の振興を促す又は産業の効率化を図る目的で行う事業

広域事業

生活関連事業

産業活性化事業

既存社会資本の維持管理に関する事業

既存施設の利活用に関しての機能保全や管理者責任で行う事業

維持管理事業

道路事業、農道整備事業

道路事業、街路事業、都市公園事業、河川事業、砂防事業、地すべり対策事業、急傾斜地崩壊対策事業、
港湾事業、海岸事業、県営住宅整備事業、農道整備事業、中山間地域総合整備事業、クリーク防災機能保全事
業、ため池等整備事業、湛水防除事業、水環境整備事業、漁港海岸事業、治山事業、林道事業

港湾事業、経営体育成基盤整備事業、農業水利施設保全事業、漁港事業、農道整備事業、中山間地域総合整備
事業、クリーク防災機能保全事業、ため池等整備事業、湛水防除事業、水環境整備事業

道路事業、土地改良事業（水利施設）、河川事業、海岸（建設海岸）事業、ダム事業、港湾事業、漁港事業

新規評価対象事業の分類

新
規
評
価
対
象
事
業
の
分
類
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新規評価マニュアルの体系及び基準

（評価視点）

位置付け

必要性・効果

実施環境

（評価項目） （評価指標） （配点）

計１００点
評価
Ａ～Ｃ

・
・
・

・
・
・
・

・
・
・

計１００点
評価
Ａ～Ｃ

計１００点
評価
Ａ～Ｃ

県の施策や役割
に対する評価

現状・課題・効果
に対する評価

実施するための
条件に対する評価

例）整備・事業計画

例）費用対効果

例）地元の状況

各
事
業
の
特
性
を
表
す

評
価
指
標
を
設
定

3

新規評価マニュアルの体系及び基準

◆評価視点毎の合計点によりＡ～Ｃに区分

◆評価視点毎の評価結果（Ａ～Ｃ）を組み合わせてランク付け

評価基準

判断基準

位置付け 必要性・効果 実施環境

Ａ 80点以上 80点以上 80点以上

Ｂ 60～80点未満 60～80点未満 60～80点未満

Ｃ 60点未満 60点未満 60点未満

ランク 整備方針 評価の組み合わせ

Ⅰ 優先的に事業を実施 ＡＡＡ、ＡＡＢ

Ⅱ 事業を実施 ＡＢＢ、ＢＢＢ

Ⅲ 新規着手を見合わせる
ＡＡＣ、ＡＢＣ
ＡＣＣ、ＢＢＣ、ＢＣＣ、ＣＣＣ

4
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佐賀県公共事業評価監視委員会設置要綱 
 
 
（趣旨） 
第１条 この要綱は、佐賀県が実施する公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層

の向上を図るため、佐賀県公共事業評価監視委員会（以下「委員会」という。）を設置し、そ

の組織及び運営その他の委員会の設置に関し必要な事項を定めるものである。 
 
（所掌事務） 
第２条 委員会は、知事の諮問に基づき、次の事項について審議する。 

（１）佐賀県が作成する「新規評価マニュアル」の策定、変更に関する事項 
（２）佐賀県が実施している公共事業の継続の適否について佐賀県が行った評価（以下「再

評価」という。）に関する事項 
（３）佐賀県が実施した公共事業の効果、環境の影響等について佐賀県が行った評価（以

下「事後評価」という。）に関する事項 
（４）その他前（１）、（２）、（３）に規定する新規評価マニュアル及び再評価、事後評価

の答申に関する事項 
 
（組織） 
第３条 委員会は、委員１０人以内で組織する。 
２ 前項の場合において、男女のいずれか一方の委員数は、委員総数の１０分の４未満とな

らないものとする。また、委員の年齢が４０歳代以下の委員数は、委員総数の１０分の３未

満とならないものとする。だだし、知事がやむを得ない事情があると認めた場合は、この限

りでない。 
 
（委員） 
第４条 委員は、県内の実情に精通した、公平な立場にある有識者のうちから、知事が委嘱

する。 
２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
３ 委員は、再任されることができる。 
４ 委員は、その職務を遂行するに当たっては、公平普遍の立場で審議をしなければならな

い。 
 
（委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 
１ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 
２ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。 
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（会議） 
第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、議長となる。 
２ 委員会の会議は、委員の２分の１以上が出席しなければ開くことはできない。 
３ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。 
４ 委員長が特に緊急の必要があると認めるときは、文書その他の方法による審議により、

会議をすることができる。この場合において、委員長はその結果を次の会議に報告しなけれ

ばならない。 
5 前項の規定による審議は、第３項の場合と同様に委員の過半数をもって決し、可否同数の

ときは、委員長の決するところによる。 
 
（事務局） 
第７条 委員会の事務局は、県土整備部県土企画課に置く。 
 
（補足） 
第 8 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 
 
附則 
この要綱は、平成２８年 ４月 １日から施行する。 
 
２ 本要綱の施行に伴い、「佐賀県公共事業評価監視委員会委員設置要領（平成２７年１０月１６

日）」は廃止する。 
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佐賀県公共事業評価実施要領 
 

（目的） 
第１条 この要領は、佐賀県（以下「県」という。）が実施する公共事業の効率性及び

その実施過程の透明性の一層の向上を図るため、次の３つの公共事業評価を行うこと

を目的とする。 
 （１）新たに着手する事業箇所について、事業着手の適否に関する評価（以下「新

規評価」という。）を行う。 
 （２）事業採択後一定期間が経過した事業について、事業継続の適否に関する評価（以

下「再評価」という。）を行う。 
 （３）既に完了した事業について、事業完了後の効果、環境への影響等に関する評

価（以下「事後評価」という）を行う。 
 
（対象事業） 
第２条 公共事業評価の対象とする事業は、県が実施する別紙１に掲げる事業で、災

害復旧等緊急を要する事業や全体事業費が１千万円未満の小規模な事業、又は別紙２

の事業を除いた事業うち、次のとおりとする。 
 （１）新規評価は建設、維持・管理など新たに事業に着手しようとする事業を対象

とする。 
 （２）再評価は次の事項に該当する事業を対象とする。ただし、維持・管理に係る

事業は除く。 
    ① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業 
    ② 事業採択後１０年間を経過した時点で継続中の事業。ただし、国の再評

価実施要領等で定められた地方公共団体が実施する再評価対象事業につい

ては、当該実施要領等に従い実施する。 
    ③ 準備・計画段階で５年間が経過している事業。ただし、次に掲げる事業

で、着工時の個別事業箇所が明確なものに限る。 
     ア 地域高規格道路に係る事業、連続立体交差事業等で大規模なもの（着

工準備費を予算化したものに限る。）。 
     イ 実施計画調査費を予算化したダム事業。 
    ④ 前回の再評価実施後５年間が経過した時点で継続中又は未着工の事業。

なお、再評価実施後５年間が経過する前に、工期延長または事業費増額の

変更を行う事業については、変更前の工期内かつ変更前の事業費を超過す

る前までに再評価を実施する。ただし、国の再評価実施要領等で定められ

た地方公共団体が実施する再評価対象事業については、当該実施要領等に
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従い実施する。 
    ⑤ 社会経済情勢の急激な変化等により見直しの必要が生じた事業。 
 （３）事後評価は次の事項に該当する事業を対象とする。ただし、維持・管理に係

る事業は除く。 
    ① 事業完了後、おおむね５年を経過した事業。 
    ② 上記以外の事業で特に事後評価を実施する必要が生じた事業 
 
（実施時期） 
第３条 公共事業評価の実施時期は次のとおりとする。ただし、緊急的に公共事業評

価を実施する必要が生じた場合は、その都度公共事業評価を実施する。 
（１）新規評価は、原則、新たに事業に着手しようとする年度の前年度末までに実

施する。 
（２）再評価を実施する時期は、次のとおりとする。 

   ① 第２条（２）①、③、④の事業にあっては、５年目の年度末までに再評価を

実施する。 
   ② 第２条（２）②の事業にあっては、１０年目の年度末までに再評価を実施す

る。 
 （３）事後評価は、事業完了後、おおむね５年を経過した年度末までに実施する。 
 
（公共事業評価監視委員会への諮問） 
第４条 県は、公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図るた

め、公共事業評価の結果等について第三者の意見を求めるため、別途定める学識経験

者等で構成される佐賀県公共事業評価監視委員会（以下「委員会」という）へ諮問を

行う。 
 
 
（公共事業評価の実施及び評価手法） 
第５条 公共事業評価の実施主体は県とし、公共事業評価の実施及び評価手法につい

ては次のとおりとする。 
 （１）新規評価の実施については次のとおりとする。 
   ① 新規評価は次の視点から行うものとする。 
    ア 事業の位置付け 
    イ 事業の必要性・効果 
    ウ 事業の実施環境 
   ② 事業の客観的な新規評価を実施するため、県は、各事業の新規評価の視点

ごとに、別に定める評価指標、評価基準及び判断基準からなる新規評価マニ
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ュアル（以下「評価マニュアル」という。）を策定する。 
   ③ 事業所管課は、評価マニュアルに基づき、対象事業箇所ごとに評価の結果

をとりまとめた新規評価調書を作成し委員会へ報告を行う。 
   ④ 事業所管部局は、評価調書に基づき審議を行い、新規事業箇所採択に向け

ての要求方針を決定する。 
   ⑤ 県は評価マニュアルを策定するに当たっては、あらかじめ、委員会に諮問

するものとし、これを変更する場合も同様とする。 
   ⑥ 県は委員会からの意見を受けて評価マニュアルを策定し、または変更する

ものとする。 
   ⑦ 県は、評価マニュアルの改善の必要性について随時検討を行うとともに、

改善の必要性が生じた場合には、速やかに、委員会に諮り、その改善に努め

るものとする。 
 （２）再評価の実施については次のとおりとする。 
   ① 再評価は次の視点から行うものとする。 
    ア 事業の進捗状況 
    イ 事業を巡る社会情勢等の変化 
    ウ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化 
    エ コスト縮減や代替案立案等の可能性 
   ② 事業所管課は、対象事業ごとに今後の対応方針等をとりまとめた再評価調

書を作成し、委員会へ諮問を行う。 
   ③ 再評価調書の作成に当たっては、国が事業種別ごとに定めた再評価実施要

領を参考とするものとする。 
   ④ 市町村に対して、国の再評価実施要領及び県の公共事業評価実施要領等を

参考に評価体制、評価手法等の整備を行い、公共事業の再評価を実施するよ

う要請するものとする。 
 （３）事後評価の実施については次のとおりとする。 
   ① 事業所管課は事後評価に係る資料の収集・整理を行い、事後評価調書を作

成する。 
   ② 事後評価調書の作成に関し必要な事項は別に定める。 
   ③ 県は、事後評価調書を委員会へ諮問する。 
   ④ 県は、委員会からの答申を尊重し、事後評価結果を今後実施する事業の計

画又は実施中の事業に反映するように努め、必要に応じて新規評価・再評価

手法の見直しについて検討を行うものとする。 
２ 委員会の意見は最大限に尊重するものとする。 
 
（評価マニュアル及び公共事業評価結果の公表） 
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第６条 県は、策定、又は変更を行った評価マニュアル及び公共事業評価の結果を公

表するものとする。 
 
 
（庶務） 
第７条 公共事業評価に関する庶務は、県土整備部県土企画課において処理する。 
 
（その他） 
第８条 この要領で定めるもののほか公共事業評価の実施に関し必要な事項は、別に

定める。 
附 則 
１ この要領は平成２８年 ４月 １日から実施する。 
２ 本要領の施行に伴い、「佐賀県公共事業新規評価実施要綱（平成２２年１０月２８

日）」、「佐賀県公共事業再評価実施要綱（平成２６年１０月３０日）、「佐賀県公共事業

事後評価実施要綱」（平成１７年６月３０日））は廃止する。 
３ この要領は令和２年 ４月 １日から実施する。 
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別紙１ 
 県が行う事業の範囲は、県が事業主体である公共事業のうち、道路事業、河川事業、

海岸事業、砂防事業、ダム事業、都市計画事業、住宅事業、港湾事業、農業農村整備事

業、森林整備事業、治山事業及び漁港漁村整備事業とする。 
 
別紙２ 
 １ 準備・計画段階に要する費用を予算化しようとする事業 
 ２ 箇所を特定せずに予算化しようとする事業 
 ３ 事業途上で行う維持管理等の事業 
 ４ 既存施設の機能障害除去や取り壊し等の事業 
 ５ 災害復旧に伴い必要となる事業 
 ６ 他事業との合併施行等に伴う受託事業 
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